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める割合が多い。 ヒ皮内痛の年令別のピークは 40代前
後である。しかし 30代前半にも 0.1%認められるので
若い人の席検診の必要性が望まれる。子宮路の早期発見
で検診車のはたす役目は大きく，細胞診の重要性が確認
された。 
37. 	 当院における子宮頚癌治療成績
加j蕗吾郎(千葉市立)
最近 3年間に当科で手術療法を施行した子宮頚癌 187
例の手術成績を期別分類と適用した術式別に集計して報
告する。術式の内容は躍式および腹式単純全摘，睦式お
よび腹式拡大単摘，腹式広汎全摘，ならびに超広汎性全
摘である。手術時間，術中出血量，術後直腸勝lf光機能回
復，躍患率などに分けて検討したが，腹式と腹式では腔
式の成績がすぐれ，また術式の広汎度が進むに従い手術
成績は悪くなったn 
38. 	 当教室における子宮頚癌の治療成績
阪口禎男(千大)
当教室において 1959年から 1969年までの 1年間に
治療した子宮頚癌患者 1522例についてその予後を検討
した。対象は O期 46例， 1期 457例， II期 470例， III 
期 536例， IV期 13例で， 0期を除いた 5年生存率は 
59.2%で手術療法によるもの 36.8%，放射線療法による
もの 36.8%であった。さらにリンパ節転移例は 574例中 
133例，すなわち 23.2%で，その 5年生存率は 36.1であ
り，リンパ節転移(ー)例の半分以下の生存率であった。 
39. 子宮単剥患者の予後に関して
(性生活を中心とした実態調査)
大川玲子(船橋中央)
婦人科手術の大半を占める子宮単純全易IJにつき，とく
に性生活に関する予後を，アンケート形式で調査した。
対象は，過去 1年間に当科で手術した 46名で，約 70%
の回答を得た。
これにより，術後の性生活および女性としての根拠に
不安を抱く者が，年令にかかわらず多数あること，また
性生活の障害を持つ者もかなりあることがわかった。そ
れらは，入院中の指導により，かなり解消できると思う
が，また手術の適応，術式についての厳密な検討も必要
と思われる。 
40. 	 反復帝切に対する腹膜外帝切の応用
永田一郎(成田赤卜字)
腹膜外術式は，帝切反復時に採用すると，腹膜内癒着
に関係なく意外と容易に行なえる場合が多し、。術式の選
れは筋膜切開のi時点で行なう。この時視野に!傍脱が広く
現れれば腹膜外法を採る。また，腹膜部分が現れれば，
下方の一部を切開し，癒着がなければ通常の経腹膜的帝
切とする。癒着があれば，切開部から掃入した一指の誘
導のもとに腹膜外法を試みる。なお， 児の娩出にあた
と帝切鉛子の併用は切開口の短縮と出血Vacuumり， 
軽減に有用である。 
41. 跨脱全摘をともなう超広汎性子宮全摘術の一例
永田一郎，内藤威，坂本建彦，
外丸和弘(成田赤十字)
勝!庇浸潤をともなう子宮頚癌の一例に，泌尿器科の協
力を得てー積の超広汎性根治手術を試みた。すなわち，
リンパ節J~ïi清，基i間帯処理に引続き，勝j抗，子宮および 
j崖を摘出し尿路変更を行なった。腫虜摘tl::!の面では満足
すべき結果を得たが，長時間にわたる手術侵襲の大きさ
はもとより，勝脱全摘後の広大な死腔の治癒に 2カ月半
を要したこと，頻発する上部尿路感染症を半永久的に残
したことなどに問題点、があった。 
42. 	 人工妊娠中絶時の合併症
劉楚方(千大)
人工妊娠中絶術にともなう偶発事故はまれではある
が，慎重に期する。最近 5年間教室に送られてきた中絶
関係の症例について検討した。内容遺残のため出血した
のが数例，いづれも再掻胞によって軽快，子宮穿孔症例 
5件， 3例は子宮腫上部切断術， 2例は子宮穿孔部修
復術(うち l例は小腸穿孔を合併)， 中絶後熱発し， 
Endotoxin shockにて死亡したのが l例。穿孔部位で
は5例とも子宮体部であり，右子宮角 2例，子宮前壁 2
例，子宮後壁 l例でした。 
43. 	 I落合メトロ」による分娩時頚管拡張法第四報
落合和雄(落合産婦人科)
昨年 2月以来小生考案の新メトロについては，関東連
合で 2回，その他で 6回も講演し，日母医報第 293号に
も掲載ずみでありますので，ご存知の方も多数おられる
と存じます。
そもそも分娩は自然にまかせるのが理想であります
が，予定日超過とか，早期破水の場合で子宮口が 5cm
位開けばあとは，アト点滴なり，プロスタ点滴なりがで
きるのになあ?と感じる事がありましょう。その時にこ
れが役に立ちます。今回の 330例中頚管拡張効果が 93.9
%に分娩誘発効果は 94.8%もあり非常に便利でありま
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す。今までの総合成績としても 606例の内有効が 95.2%，
あまり効果がなかったもの 4.7%となっております。な
お，計画分娩にも役に立ち，分娩時間の短縮にもなりま
す。なお本メトロの他に特製のコ Jレポと中期中絶用のス
モールメトロもあります。多くの先生方の追試を望むと
ともに，多少なりとも先生方の分娩のお手伝いができれ
ば幸甚に存ずる次第であります。 
44. 卵管間質部妊娠の 3例
満野博章，関克義，遠藤信夫
(沼津市立)
卵管間質部妊娠は子宮外妊娠の中では比較的まれなも
のとされ， 頻度は全子宮外妊娠の l，.3%といわれてい
る。本症では妊卵の噌大にともなってー側子宮角は側土
方に膨隆し，およそ妊娠 2--3か月に多くは破裂し， 妊
卵は腹腔内に排出される。しかし妊卵の着床部枕の関係
から中絶時の症状は激裂で重篤となりやすく，母体死亡
率も他の外妊よりも高率である。われわれは最近約 l年
間に 3例の卵管間質部妊娠を経験したので報告する。 
45. 妊婦貧血と児の貧血との関連について
成田赤十字病院，川鉄千葉病院，
船橋中央病院 
Il月中旬より約 1ヵ月間に， 上記 3病院で分娩をし
た 173例につき，妊娠前期，後期ならびに産縛期に検査
をした母体 Hb値と，騎帯血 Hb値および総蛋白との
関連を調査したが，期待に反して，それらの関連はむし
ろなかった。
しかし，つぎのごとき印象が得られた。 
1) 妊娠前期の Hb値には，地域差があった。 
2) 	 妊娠後期および産博 3，.4日目の Hb値における
正常下限は，それぞれ， 10.5 gjdl，11.0gjdlが妥
当なところである。 
3) 	 月間帯血 TPは，意外に低く 5，..6gjdlであった。 
46. 新生児低血糖症の経験
白幡光(巻石堂病院)
新生児低血糖症の症状は，けいれん，しんせん，無呼
吸などで Anoxiaや頭蓋内出血などの中枢神経障害，
または R.D.S.などの呼吸障害などに比べて軽視され
やすい。私は昭和 50年 1月始めより 1月末までの 1
カ月間の出生児 1130名中 4名の低血糖症児を発見し，
それぞれ異った Glucose投与をして見たが， そのうち
点滴投与を長時間行なうのが良いようである。また点滴
速度がきわめて遅いので投与液の温度，感染には十分注
意すべきである。 
47. 千葉県下における HBs抗原， および HBs抗体
の保有率について(第一報)
稲葉憲之，工藤純孝(千大) 
1964年 Blumbergによって発見された HBs抗原は，
その後大河内， Krugmannなどの研究により， MsII 
型肝炎との密接な関係が明きらかになりましたが，その
感染様式，とくに母から子への垂直感染についてはいま
だ未知の部分が多く残っております。西岡らが推測して
いるように，子の免疫寛容状態が healthycarrierを作
りだし，成人後肝硬変や肝癌に発展するという，いわゆ
る SVIの hypothesisが事実であるとするならば，わ
れわれ Reproductionを管理する産婦人科医にとって， 
Vertical Transmission は大きな問題です。当産婦人
科においても，本年 7月より，県下の関連病院のご協力
を得まして，妊婦の抗原および抗体の検索を行なってま
いりましたが，いささかの知見を得ましたので，報告致
したいと思います。 
48. 当教室における Rh陰性患者の管理状況につい
て
工藤純孝(千大)
当教室においては Rho陰性妊婦の管理は，外川，青
木，将基面らにより行なわれ，管理方式も Jレチン化され
ている。昭和 42年より昭和 50年に至る 9年間の Rho
陰性妊婦は 333名，そのうち感作妊婦 21名 (6%)産樽
時感作 4名であった。児の予後は治療を行なったもの 21
名，うち交換輸血 14名，いずれも予後は良好であるが， 
l名は IRDSのため，交換輸血までに至らず死亡した。
未感作妊婦の分娩後は抗D人免疫グロプリンを投与し，
感作の予防を行なっているが， 77例中 3例に無効例が
あった。 
C依嘱講演〕 子宮内膜癌細胞におよぼすプロゲステロ
ンの作用機序
関谷宗英(千大)
卵巣ホJレモンの標的組織である，子宮内膜から発生す
る内膜癌は“ホルモン依存性"癌の特性を有しており，
プロゲステロン投与により症状の改善がみとめられる。
動物実験モデルによる invitroの検索結果から，プロゲ
ステロンは直接的に内膜癌細胞に作用し，内膜癌細胞を
より形態的に分化の方向へ誘導することが示唆された。
